










本インタビューは平成 29 年 12 月 8 日（金）に塚原光男氏にお話を伺った．
【経歴】
1966 年 3 月　國學院高等学校卒業
1966 年 4 月　日本体育大学体育学部体育学科入学
1970 年 3 月　日本体育大学体育学部体育学科卒業
1970 年 4 月　河合楽器入社
2002 年　　　塚原体操センター設立
【競技歴】
1968 年　オリンピックメキシコシテイ大会　団体総合優勝，ゆか 4位，つり輪 4位
1972 年　オリンピックミュンヘン大会　団体総合優勝，鉄棒優勝，つり輪 3位
















































































































































































































































































































































































9.75．2 番目が五十嵐選手がやって 9.85．3 番目





















10 回やって 10 回成功するような訓練をしてき
たことで，緊張しながらも自然に体が動いてくれ
た．最後の降り技では月面宙返りが成功し 9.9 と
いう大会最高得点が出て，日本がオリンピック 5
連勝を達成することができた．0.4 差の逆転勝利
だった．
次の日の新聞には「日本男子体操，奇跡の逆転
優勝．奇跡の，神風が吹いた男子体操」と大きな
見出しが紙面を飾った．「奇跡」の文字が多用さ
れたが，塚原氏の見解は異なるようだ．「このよ
うな状況下で勝てたのは，日本の体操にそういう
技術力，基本技術があったからだ．奇跡や精神論
ではなくて，体操は最後は技術の世界だと思って
る．だから根性がなくて失敗するとか関係ないん
だよね．その前に，その技術が正しいかどうかが
一番大切になってくる．どんなプレッシャーがか
かったって失敗しない技術っていうのは本物の技
術．ちょっとプレッシャーをかけられて失敗し
ちゃうのは正しい技術でも何でもないと僕は思っ
てるから．だから技術を正確にしっかり覚えてお
けばミスはしないわけですよね．そこにみんなと
いうチームワークで頑張ろうということになっ
て，諦めないで最後まで演技をしたからこそ金メ
ダルが取れたっていう話だと思う」と結んだ．
4．その後の人生
現在も若手育成に情熱を傾けている塚原氏であ
るが，自身の経験が彼を突き動かしているようだ．
「結局，僕が体操競技始めたときは体育館がなく
て，校庭で練習したんですよ．石っころ拾ったり
してね．それが原点にあるんですよ．体操競技は
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安全な施設でやるべきだと．とにかく，体育館が
必要だと．オリンピック選手，世界のメダルを取
るような選手にはそのメダルを取る環境が必要だ
と思った」と語ってくれた．
また，塚原氏は若手選手の育成に余念がない．
塚原氏が勤める朝日生命体操クラブでは下部組織
の会員を含めると約 700 名が在籍しているとい
う．その中でも年間で 1〜 2名が選手育成コース
にあがってくる．このような環境の中で塚原氏が
問題視しているのが，クラブ経営のあり方だ．近
年のクラブ事情としては，選手を指導者が囲いた
いが故にクラブ間の交流が途絶えてることの問題
点について次のように指摘する．
「クラブ間の友好が少なくなっている．理想の
クラブのモデルは，もっとクラブの垣根を超えて
刺激し合えるようなものが大切だ．優秀な選手は
そのクラブの持ちもんじゃないんですよ．だけど，
なぜか選手を私物化しちゃうんです．あるいは指
導員，コーチにも交流する機会を嫌がるような
ケースもある．だから，せっかく選手に素質があっ
ても広がっていかない．そういう選手には必ずい
ろんな世界のトップレベルの指導だとか，プログ
ラムを与えてやりたいと思う．だから今，これは
一つの理想，こういう形がいいのかなって思って
やってることは，2020 年の東京オリンピック・
パラリンピック対策っていうことで，日本体操協
会が企画（塚原氏は現副会長）して，所属クラブ
の所属に関係なく朝日体操クラブとNTC（ナショ
ナルトレーニングセンター）を拠点に素質のある
選手を集めて練習してる．強化の拠点にしている
んです．世界的な優秀な指導者も呼んで基礎的な
指導も展開している．今後，この仕組みを確立で
きれば，日本体操協会が踏襲して優秀な選手をみ
んなで育てらるという環境がつくられていくと思
うんですよね」と体操界の未来を展望した．
5．後輩に一言
在籍している日体大の学生には，次のメッセー
ジを頂いた．
「スポーツに関わってる大学生は，小さいとき
からスポーツに関わって，ずっとスポーツをやっ
てきてる．そして，大学でのスポーツ活動が今度
社会人になって，選手になる人，指導者になる人．
最終的には指導者になっていくわけでしょう．だ
とすると，本当のスポーツ，真のスポーツとは何
かっていうことをもっともっと研究して勉強して
もらいたいと思いますね．体育会系の先輩，後輩
だけじゃなくて，スポーツの持つ素晴らしさだと
か，スポーツの持つ力だとか，もっともっと勉強
してもらいたいと思います．
君たちが日本のスポーツ界の未来なんだ．だか
ら皆さんがスポーツの力だとか，スポーツの本来
のあるべき姿だとか，そういうものしっかり勉強
して，将来，最終的には選手を辞めれば指導者に
なるわけですから，本当のスポーツというものを
次の子どもたちに伝えてもらいたい．そういう重
要な大切な役割を，使命を持ってるんだと認識し
てほしい．全てあなたたちが日本のスポーツの未
来を作るんだという自覚と誇り，こういう素晴ら
しい世界を生きてるという誇りを持ってほしいと
思いますし，それをしっかり自覚してほしい．大
学生になるとスポーツ以外の，厳しい練習以外の
ことに興味を持つこともあるだろうけど，でも，
スポーツをしっかり学ぶ 4年間であってほしい．
それをちゃんとすれば，例えば，今，社会的にも
問題になっている暴力問題や体罰問題も解決でき
る．間違った体験が原因をつくるのだから，良い
経験をしてほしい．
そして，日体大の先生たちにも伝えたい．学生
教育は，要は指導者次第ということ．常にスポー
ツマンとして，プレイヤーとしてどうあるべき
かってことを指導できるわけですから，そういう
根本的なことを指導者は指導してやらにゃいか
ん．スポーツの力っていうのは素晴らしい力があ
るんだから．世の中も変えちゃうし，人も変える
力がある．人格だって創られていくよね．
スポーツの力や素晴らしさ，そしてスポーツが
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持つ本来のあるべき姿をしっかり専門大学として
指導しなきゃだめです．学生が自分でやれるよう
にも指導しなきゃいけない．日体大のリーダーが
しっかりそのことを自覚して，現場の先生たちや
学生に伝えていくということを日本スポーツ界の
為にも，お願いしたいです．だって日体しかない
んだから，日本のスポーツの総本山は．というふ
うにならなきゃいけないと思うから，OBの一人
としてそれは思うね」
塚原氏のインタビューを通じて繰り返し用いら
れたキーワードは「挑戦」である．それは試合に
勝つための挑戦であったり，自身が楽しむ挑戦で
あったり，弱さを克服する挑戦であったり，時に
は弱さを認めるという挑戦の姿など，たくさんの
挑戦を確認することができた．
最後に塚原氏にとって体操とは？との問いに，
次のように答えてくれた．
「僕の原点はあれですよ，逆上がりとかと一緒．
なかなかできないでしょ．挑戦でしょ，挑戦．腕
の筋肉が強くなきゃ逆上がりできなかったり，腹
筋強くなきゃできなかったり．みんな逆上がりや
るのに苦労するわけですから．体操とはね，人生
のちっちゃい最初のスタート．挑戦そのものだね」
お忙しい中，貴重な時間を頂いてインタビュー
をさせて頂きました．インタビューにお答え頂く
塚原先生はいきいきとされていて，まるで「当時
の塚原選手」とお話させて頂く錯覚を覚えました．
そして，塚原先生の「挑戦」というスタンスが，
今なお日本の体操界を牽引されていることに尊敬
の念を覚えます．
最後になりますが，このような機会を頂きまし
たことに心から深謝申し上げます．
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